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1-1  GIGAスクール構想とは

Global and Innovation Gateway for All
❏ １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子供を

含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成でき
る教育ICT環境を実現する。

❏ これまでの我が国の教育実践と最先端のICTのベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の力を最大限
に引き出す。　　　　　　　　　　令和元年12月　文部科学省「GIGAスクール構想」

  Society5.0時代に生きる児童生徒の
未来を見据え、学習指導要領には情報
活用能力（情報モラルを含む。）が学習
の基盤となる資質・能力に位置づけら
れました。しかしながら、学校の授業に
おけるデジタル機器の使用時間は
OECD加盟国で最下位でした。令和の
時代における学校にとって1人1台端末
環境は「スタンダード」であるとして
GIGAスクール構想が打ち出されまし
た。

これまでの
教育実践の蓄積

ICT 学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善



1-2  令和の日本型学校教育とGIGAスクール構想

主体的・対話的で深い学び

資質・能力

個別最適な学び　協働的な学び

GIGAスクール構想　ICT活用の特性・強みを生かし、新学習指導要領の趣旨を実現するため重要な役割を果たす

・各教科等で育成を目指す資質・能力
・学習の基盤となる資質・能力
　（言語能力、情報活用能力、
　　問題発見・解決能力）

授業改善

一体的に充実

ICTの強みを生かす

　「令和の日本型学校教育」を構築し，全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びを実現するためには，ICTは必
要不可欠です。 これまでの実践とICTとを最適に組み合わせることで，様々な課題を解決し，教育の質の向上につなげていくことが大切です。
ICTを活用すること自体が目的化しないよう留意し，PDCAサイクルを意識し，効果検証・分析を適切に行うことが重要であるとともに，健康面
を含め， ICTが児童生徒に与える影響にも留意することが必要 ICTの全面的な活用により，学校の組織文化，教師に求められる資質・能力も
変わっていく中で，Society5.0時代にふさわしい学校の実現が必要です。

指導の個別化 
　支援が必要な子供により重点的
な指導を行うことなど効果的な指
導を実現。特性や学習進度等に
応じ，指導方法・教材等の柔軟な
提供・設定を行う。

学習の個性化  
　子供の興味・関心等に応じ，一
人一人に応じた学習活  動や学習
課題に取り組む機会を提供するこ
とで，子供自身が学習が最適とな
るよう調整する。

　探究的な学習や体験活動等
を通じ，子供同士で，あるいは
多様な他者と協働しながら，他
者を価値ある存在として尊重し
，様々な社会的な変化を乗り
越え，持続可能な社会の創り
手となることができるよう，必要
な資質・能力を育成する。一人
一人のよい点や可能性を生か
すことで，異なる考え方が組み
合わさり，よりよい学びを生み
出す。

文部科学省「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）【概要】



1-3-1  かわさきGIGAスクール構想とは

かわさきGIGAスクール構想
未来社会の創り手を育むかわさきの新しい教育

かわさき教育プラン
夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く学び

自主・自立　共生・協働

つながる
他者既習

他教科

社会
在り方
生き方

　本市では、「未来社会の創り手を育むかわさき
GIGAスクール構想」において、1人1台分の端末
・高速大容量の通信ネットワークを整備し、かわ
さき教育プランの基本目標である「自主・自立」
「共生・協働」を推進します。社会構造が急速に
変化し予測困難な時代であっても、多様性を原
動力とし、新たな価値を生み出す持続可能な社
会の担い手が「未来社会の創り手」です。かわさ
きGIGAスクール構想では、そのような未来社会
の創り手を育んでいきます。

　既習とつながる、他者とつながる…「つ
ながる」をキーワードに、「情報活用能
力」を基盤として、ステップ１、ステップ
２、ステップ３と段階的に学びを変容させ
ていきます。１人１台の端末を通して
様々な人・もの・こととつながる中で、未
来社会の創り手となる児童生徒に必要
な力を育成します。 



1-3-2  かわさきGIGAスクール構想とは

未来社会の創り手を育む

かわさきの新しい教育

　ステップ０　初期指導

学習の基盤となる情報活用能力

R4　端末を活用した授業改善へ　

R3　とにかく使ってみる

R5　かわさき教育プランの実現に向けて

R3　初期指導

令和４年度はステップ２を想
定していますが、各学校の実
態に合わせて想定年度を変
更していただいて構いませ
ん。



　　クラウド

1-4  かわさきGIGAスクール構想　ステップ２

朝来たら先
生からの連
絡をチェック

情報活用能力
チェックリストを
生かした計画　

やむを得ず登
校できない子
への支援

家で課題に
取り組む

取組の共有
研修
授業改善

　ステップ２の全体像です。授業改善での端末活用を中心に、情報活用能力チェックリストをもとに学校全体で取り
組んでいきます。クラウド活用を通して個別最適な学び、協働的な学びを実現し、一人一人を見取り、主体的・対話
的で深い学びによる授業改善によって資質・能力のより確実な育成につなげます。

見通し
見通し
主
主

見通し

振り返り

端末への学びの蓄積

一人一人が考えをもつ
協働作業による対話

　必要な資料の共有

見方・考え方を働かせる
知識の構造化

形成的な評価

既習を生かした学び

個に応じた指導

資質・能力の育成につながる
端末の活用

個別最適な学び 協働的な学び

主体的な学び 対話的な学び

深い学び
自己調整



1-5  ステップ２につながるステップ１

ステップ１を土台として次のステップへ
　端末へのログインの仕方や、各アプリの操作方法、タ
イピングスキルなど、初期段階に必要な指導を確実に
身に付けておくことが、教科の学習でねらいに沿った活
用をするための土台となります。

1. 大人主体から児童生徒主体の活用へ

○ まずは先生が、校務の中で活用する。
　職員会議や打合せ、日頃の情報共有を端末を使って行うことで、

端末活用のよさをまずは先生方が実感してください。

○ 児童生徒が、授業外の場面で活用する。
　授業外で児童生徒が活用する場面を設けることで、機器操作に慣

れたり、主体的に活用したりする経験を十分に積むことができます。

○ 児童生徒が、授業内の場面で活用する
　教科の中でも、継続的に繰り返し活用を進めることで、子どもも大

人も授業での活用のイメージがわいてきます。また、どのような「場

面」で活用すると効果的に使えるのかを整理していくと、よりよい活

用につながっていきます。

2. ねらいを意識した活用へ
○ 児童生徒の操作等がスムーズになってきたら、学習の中で各

教科等のねらいを達成するような活用の方法を工夫していき

ましょう。

＜端末導入で見られた変化＞

● インターネットを活用した調べ学習が多く行われるようになった。

● 児童生徒がJamboardやスライドを共同編集することで、考えを共有し

ながら学び合うことができるようになった。

● データを共有できることで、これまでは発言が少なかった児童生徒の考

えが注目されるようになった。

● 文房具の１つとして、学校生活の中で当たり前に使われるようになっ

た。

　端末が導入され、ステップ１の活用を進める
中で、児童生徒に次のような変化が見られる
ようになりました。

令和３年度  推進協力校の１年間の実践等より

ステップ２につながる活用方法



　1-6  ステップ２につながるステップ0 タイピングと児童生徒の入力内容の
変化について

目指せ50文字！
※ １分間あたりの入力文字数。

週に１回５分間
＋α

・隙間時間の有効活用

・自主的練習

【こんな時、どうする？】
Q タイピングは何年生から始めれば？

A. ローマ字を学習する３年生から始めても十分間に合います。
低学年から、慣れ親しむことは一定の効果もあるようです。

Q WEB上の取り組ませたいタイピングサイトにアクセスでき
ません。
A. フィルタリングの影響で、アクセスできないサイトの場合に

は、ホワイトリストへの登録でアクセス可能です。

　小学校６年生が、手書きでの筆記で書く速
度が１分間に43.4文字だそうです。　タイピン
グによる入力が、筆記速度である43.4文字を
上回ってくると、それまでは書ききれなかった
頭の中の考えや思いを言葉にすることができ
るようになります。GIGA端末では入力が素早
く行えるので、話し合いや見直しの時間を十
分確保することができます。また、アナログの
時と同じで、自分の考えを書き留める時間を
取り、その後に話し合いをするところから始め
ると、スムーズに学習を進められます。
　GIGA端末を文房具として、誰もが使いこな
せるように、焦らずゆっくり、でも確実にスキ
ルアップを進めましょう。

「GIGAスクール構想における段階的なICT活用　―学びでICTを使えるようになるための初
期段階の指導― 」（川崎市総合教育センター  研究紀要　第34号）

https://kawasaki-edu.jp/index.cfm/7,2844,c,html/2844/34-093-112.pdf
https://kawasaki-edu.jp/index.cfm/7,2844,c,html/2844/34-093-112.pdf


1-7  ステップ３につなげる
各教科等の学びが、他教科等や生活につながることで、課題の解決や一人一人の夢の実現に活かす

各教科等での学びをつなぎ
探究し、課題を解決できる

様々な人と共に学び合い、
社会課題を解決する中で、
自分自身について考える自主・自立 共生・協働

かわさき教育プラン

教育データを活用
した個別最適な
学びの充実

文房具として
の端末活用

対面指導と遠隔授
業等の融合による
家庭学習との連携

カリキュラム・マネ
ジメント

児童生徒の
特性に応じ
たきめ細や
かな対応

ステップ３に向けた課題

  ステップ３は、かわさき教育プランの実現に向け、児童生徒が端末を主体的に活用し、多様な他者とともに学び合う段階です。
その実現のためには様々な課題があります。ステップ３を見据えながら、ステップ２の取組を推進していきましょう。



1-8-1  校内GIGA推進

１．ステップ１で端末の活用が進んだ学校の共通点

☑毎朝、全学年必ず端末にログインをする　Google Classroomを作成し、情報を共有する

☑職員用のGoogle Classroomを作成し、情報を共有する　実践例やおすすめサイトなどを共有

☑「今さら聞けないことも聞ける」環境を作っている　放課後のミニ勉強会や相談会を随時開催

☑GSLを中心とした組織づくりが行われている　▶２．組織づくりの例へ

☑情報活用能力チェックリストを活用している　▶３．R-PDCAへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チエルオンラインセミナー　株式会社ストリートスマート　佐藤佳苗「活用の現場から見える課題と解決策」　2021.11.３

２．組織づくりの例

校長先生

教頭先生

GSL

情報担当

各学年のGIGA担当

学校事務職員

研究主任

学年主任

連携

（例）
◯GIGA部会等、定
期的に学年間　の
交流を図る。
◯職員会議の後、
各学年のGIGA担
当が輪番で研修会
を行う。
◯校内研究に端末
活用を含む。

連携

※　申請があれば学校事務職員にアカウントを発行しています。



1-8-2  校内GIGA推進

３．R-PDCAとGIGA推進計画シートの作成

情報活用能力チェックリストを取り組み、
身に付けさせたい資質・能力について

学年や校内で共通理解

GIGA推進計画シートの作成

情報活用能力を意識した授業実践

情報活用能力チェックリストを取り組む

GIGA推進計画シートの見直し

R

D

P

C

A

年間指導計画に重点として指導したり、各教科等
で連携を図ったりする情報活用能力（情報モラル
を含む。）を位置づける

実践をして年間指導計画を見直す

実践データの整理・引き継ぎ

　校内でGIGAスクール構想を推進するには、情報活用能力チェックリスト（１ −１３−１）を用いて、実態把握（ Research）▶計画立案（Plan)▶実践（Do)▶評価
（Check)▶改善（Action)のサイクルで推進計画を立てて、推進していきます。

推進する際は、「かわさき GIGAスクール構想推進
情報共有サイト」（ブックマークから閲覧できます）
や「かわさきGIGAスクール構想情報共有クラス
ルーム」で情報交換していくとヒントが得られます。
（右のボタンをクリックしてください）

かわさきGIGAスクール構想
情報共有サイト

かわさきGIGAスクール構想
情報共有クラスルーム

https://sites.google.com/kawasaki-edu.ed.jp/kawasaki-giga/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
https://classroom.google.com/c/MjU5NDI0ODEyNjA4?cjc=ttsciwd


1-8-3  校内GIGA推進

（事例１）授業支援を中心とした支援

（A小学校）朝は忙しいので、連絡ノートを活用し支援内容を伝
えています。　　　「10月11日GIGAサポータ研修」より

　令和３年度、年間を通して学校での取組を支援してきた「GIGAスクールサポーター」ですが、令和４年度か
らはICT支援員として学校支援を行う予定です。端末の準備や操作等の学習支援や安定的に活用するため
の端末の管理・整理、教材作成の支援、また校内研修支援等も依頼できます。

（事例２）職員研修に参加し、情報共有

（B中学校）GIGA部会に参加し、学校の取組や他校の事例を共
有し合っています。　　「10月11日GIGAサポータ研修」より



1-9-1  GIGAスクール構想推進計画シート　ステップ２

第２次川崎市教育振興基本計画
かわさき教育プラン
第２次川崎市教育振興基本計画
かわさき教育プラン
第２次川崎市教育振興基本計画
かわさき教育プラン

国のGIGAスクール構想
かわさきGIGAスクール構想

児童生徒の実態
情報活用能力チェックリスト

学校教育目標 （低学年/中１/高１）実態

（中学年/中２/高２）実態

（高学年/中３/高３・４）実態
校内研究　研究テーマ

チェックリスト等をもとに、
児童生徒の実態をつか
み、学校教育目標等を踏ま
えて、それぞれの学年で重
点として付けたい力を考え
ます。



1-9-2  GIGAスクール構想推進計画シート　ステップ２

小学校 低学年 中学年 高学年

中/高 １年 ２年 ３・４年

知識及び
技能

思考力，
判断力，
表現力等

学びに向
かう力，
人間性等



1-10-1  教師のICT指導力と研修

　総合教育センターでは、教員のライフステージ（経験年数）
に応じた研修を計画し、実施しています。「基本的資質能力」
に加え、「専門的資質・能力」について、ステージを３段階に分
け、体系的に指導力の向上を図っています。

学

１．ライフステージに応じたＩＣＴ指導力（情報モラル含む）向上の研修

　ＩＣＴ指導力（情報モラル含む）についても、ライフステージに
応じた研修を用意し、採用直後から必要な情報セキュリティ
や情報モラルについて、知識を身につけることや、ミドルリー
ダーや管理職として学校運営に参画するために必要な情報
活用能力を養う研修を行っています。



     1-10-2  教師のICT指導力と研修学

２．かわさきGIGAスクール構想におけるGIGA端末活用指導力と研修

ステップ０・１ ステップ２ ステップ３

A　授業でGIGA端
末を活用して指導
する力

A1①授業でGoogle Workspace for 
Educationの各アプリを使うことができ
る。
A1②授業でミライシードのオクリンクを
使うことができる。

A2①端末を活用して授業改善をし、児
童生徒の資質・能力をより確実に育成
することができる。
A2②端末を活用して児童生徒の取組を
見取り、形成的評価をすることができ
る。

A3①児童生徒が自分の学びのデータを
主体的に活用し、既習を生かして学習
できるよう指導することができる。
A3②児童生徒が他者と協働して学習す
るために端末を活用できるよう指導する
ことができる。

B　学習の基盤とな
る情報活用能力に
ついて指導する力

B1①タイピングの指導ができる。
B1②「きょうあした」等をもとに端末を活
用する際のルールについて説明するこ
とができる。
B1③情報モラルに関するトラブルが起
きた時、指導のチャンスとして捉え指導
することができる。

B2①教科等の指導の中で、基盤となる
情報活用能力を意図的・計画的に指導
することができる。
B2②インターネットの仕組みについて理
解し、起こりうるトラブルを予測して、事
前の指導を的確に行うことができる。

B3①児童生徒が情報活用能力を発揮
して学習することができるように、指導
することができる。
B3②情報モラルや情報セキュリティ等を
児童生徒に的確に指導することができ
る。

C　かわさきGIGA
スクール構想を推
進するためのマネ
ジメント力

C1①かわさきGIGAスクール構想が目
指す方向について理解している。
C1②端末の活用について、他の教職員
と話をし、情報共有している。

C2①チェックリストをもとに、児童生徒
の情報活用能力を理解し、付けたい力
について校内で共有することができる。
C2②有識者や他校の実践から学び、校
内の推進につなげている。

C3①情報活用能力等を中心としたカリ
キュラム・マネジメントを推進することが
できる。
C3②かわさき教育プラン「自主・自立」
「共生・恊働」について理解し、その実現
に向け端末の活用を考えている。

参考
文部科学省「教員のICT活用指導力
チェックリスト」平成30年６月
横浜市教育委員会事務局「教職員の
ICT活用指導力向上のための研修ガイ
ド」令和３年３月

自分のスキルをチェックし、不安なところ
は次のページの研修で補います。



      1-10-3  教師のICT指導力と研修学

２．かわさきGIGAスクール構想におけるGIGA端末活用指導力と研修

ステップ０・１ ステップ２ ステップ３

A　授業でGIGA端
末を活用して指導
する力

A1①Google の各アプリ
の操作研修・コア研修
A1②ミライシードのオク
リンクの操作研修
A①②iPad研修（特支）

A2①②授業づくり研修
A2①デジタル教科書研修
・Chromeアプリ研修・端末持ち
帰り研修・アドバンス研修

A3①②個別最適な学びと協
働的な学びについての講話・
授業づくり研修

B　学習の基盤とな
る情報活用能力に
ついて指導する力

B1①②③新任GSL研修
B1③情報モラル研修

B2①情報活用能力についての
講話・授業づくり研修
B2②情報モラル研修

B3①情報活用能力の発揮に
ついてのお話・授業づくり研修
B3②情報セキュリティ研修

C　かわさきGIGA
スクール構想を推
進するためのマネ
ジメント力

C1①②新任GSL研修 C2①情報活用能力チェックリス
トの活用について講話
C2②GIGAスクール構想におけ
る学校マネジメントの講　話

C3①カリキュラム・マネジメン
ト研修
C3②ステップ３に向けた研修

前のページで自分のスキルをチェックし、
不安なところを研修で補います。

令和４年度研修予定



● 情報活用能力を、言語能力と同様に「学習

の基盤となる資質・能力」と位置付けること

● 学校のICT環境整備とICTを活用した学習

活動の充実に配慮すること

1-11-1  学習の基盤となる情報活用能力

小・中・高校・特別支援学校
共通のポイント

小・中・高校・特別支援学校
学校種ごとのポイント

【小学校】
● 文字入力など基本的な操作を習得
● プログラミング的思考の育成

【中学校 技術・家庭科（技術分野）】

● プログラミング、情報セキュリティに関する内容
の充実

【高等学校 情報科】
● 共通必履修科目「情報Ⅰ」の新設

○ すべての生徒がプログラミングやネット
ワーク（情報セキュリティを含む）、データ
ベースの基礎等について学習

　「情報活用能力」は、世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用
して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力です。
学習指導要領の掲載内容のポイントは下記のとおりです。



1-11-2  学習の基盤となる情報活用能力

情報活用能力

　情報や情報手段を主体的に選択し活用する，情報技術の基本的な操作，プログラミング的思考や情報モラル等を含

む資質・能力です。各教科等において育むことを目指す資質・能力と同様に，「知識及び技能」「思考力，判断力，表現

力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱によって捉えていけるように、次のように整理されています。　　　　　　　　　
参考：文部科学省「教育の情報化に関する手引-追補版-」（令和2年6月）

知識及び技能（何を理解しているか，何ができるか）

　情報と情報技術を活用した問題の発見・解決等の方法や，情報化の進展が社会の中で果たす役割や影響，技術に関する

法・制度やマナー，個人が果たす役割や責任等について，情報の科学的な理解に裏打ちされた形で理解し，情報と情報技

術を適切に活用するために必要な技能を身に付けていること。

思考力，判断力，表現力等（理解していること，できることをどう使うか）

　様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え，複数の情報を結びつけて新たな意味を見いだす力や問題の発見・解

決等に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること。

学びに向かう力，人間性等（どのように社会・世界と関わりよりよい人生を送るか）

　情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態度等を身に付

けていること。



1-11-3  学習の基盤となる情報活用能力

【情報活用能力の より具体的な捉え】

学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて

情報を得たり，情報を整理・比較したり，得られた情報を分かりやすく

発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有したりといったことができる力

情報の収集

整理・比較

発信・伝達

　教科等の学習の中での情報
活用能力育成を実現するため
に、学習活動（学習過程）を大
きく５つの場面に分けて場面に
合った「手立て」を検討するこ
とが考えられます。
　GIGA端末の活用においても
同様で、どんな場面で、誰が、
何を、どのように使うのかを意
識して学習の計画を立てましょ
う。

学習活動

探
究
的
な
学
習
の
過
程

◎教科等の目標（学習指導要領）
　○単元等の目標

課題の設定

情報の収集

整理・分析（比較）

まとめ・表現

ふりかえり

手立て

手立て

手立て

手立て

手立て

をする場面

をする場面

をする場面

をする場面

をする場面

◎評価

ＩＣＴ

従来からのICT
・実物投影機
・大型モニタ 等

GIGA環境
・クラウドサービス
　・高速インターネット
　・無線LAN
　・Google　Workspace
              for Education 等

・1人1台端末
　・Chromebook

参考：小学校学習指導要領（平成  29 年告示）解説  総則編



1-12-1  情報活用能力とチェックリストの活用

情報活用能力を育成するために「情報活用能力チェックリスト」を活用しましょう。

　令和３年度に公開された「情報活用能力チェックリスト GIGA2021年度版」を基に、実際の学校の端末活用の
状況等を踏まえ、「情報活用能力チェックリスト2022年度版」を作成しました。

「情報活用能力チェックリスト」の特徴　

　・情報活用能力に関する学習経験を把握することができます。

　・児童生徒が定期的に回答することで、学習経験の深まりを把握し、学習指導に役立てられます。

　・教員が情報活用能力の指導の実施状況を把握することができます。

　・児童生徒及び教員共に、情報活用能力を発揮する場面を体系的に把握することができます。

「情報活用能力チェックリスト」を活用する際のポイント

　①チェックリストを見て、情報活用能力を発揮する具体的な「場面」をイメージしましょう。

　②児童生徒にチェックリストで自己評価させ、児童生徒の実態を把握しましょう。

　③把握した実態を基に、育てたい力について重点を設定しましょう。（GIGAスクール構想推進計画シート）

　④学習活動の中での具体的な「場面」を考え、日常的に取り組めるように指導・支援しましょう。

　⑤学期末や年度末などの節目に児童生徒に自己評価させ、学習経験の深まりを振り返らせましょう。



1-12-2  情報活用能力とチェックリストの活用

「情報活用能力チェックリスト」の活用例

　学習活動の中での具体的な「場面」を考え

る際には、左の例に示したような「指導計画

シート」を作成すると、学年団の中で共通理

解しながら進めやすくなります。また、次年

度の計画を立てる際に大変有用な記録とな

ります。

　令和３年度 情報活用能力

育成研究会議の検証による

と、右のような流れで活用す

ると効果的であることが分

かっています。



1-13-1  情報活用能力チェックリスト2022年度版学

情報活用能力チェックリスト2022年度版（体系表）

情報活用能力チェックリスト　ステップ０（小・低）

情報活用能力チェックリスト　ステップ１（小・中）

情報活用能力チェックリスト　ステップ２（小・高）

情報活用能力チェックリスト　ステップ３（中学以上）

リンクを押すと、チェックリストをコピーできます。ご活用下さい。

リンクを押すと、体系表のスプレッドシートにとびます。



1-13-2  情報活用能力チェックリスト2022年度版学



1-13-3  情報活用能力チェックリスト2022年度版学



1-13-4  情報活用能力チェックリスト2022年度版学



1-13-5  情報活用能力チェックリスト2022年度版学



1-14  教育におけるICT活用の特性・強み
教育のICT活用の特性・強みは文部科学省より提示されており、それらを踏まえて、授業内の場面に応じた意図的な活用をし
ていくことで、主体的・対話的で深い学びが促進され、学習効果を高めることができます。

文部科学省「教育の情報化に関する手引-追補版-(令和2年6月)、p.15、第１章　第５節　教育におけるICT活用の特性・強み及びその効果」を基に作成
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html（最終閲覧日：令和３年12月１日）

①多様で大量の情報の取扱い、容易な試行錯誤
　例）
　・多種多様な学習動画、デジタル教材
　・インターネット検索等の情報の収集　

②時間的制約を超えた情報の蓄積、過程の可視化
　例）
　・年単位の過去の学習の確認が容易
　・学習履歴に写真、動画を添付が可能

 ③空間的制約を超えた相互かつ瞬時の情報の共有（双方向性）
　例）
　・ウェブ会議機能の活用
　・ファイル共有機能等の活用

対話的な学び

主体的な学び 

個別最適な学び

協働的な学び

個々が既習を生かした自律的な
学習活動の促進

クラス内でも、席を移動せずに瞬
時に意見共有、合意形成などの
協働学習活動の促進

主体的な情報の収集
主体的な動画視聴等の繰り返し

主体的な学び 

個別最適な学び



1-15-1  プログラミング教育

　「小学校学習指導要領」では「総則」で取組が明記され、取組の具体例が「算数」「理科」「総合的な学習の時間」に
記されています。
　「算数」（５年 図形）、「理科」（６年 電気）については、ステップ０・１にて具体例を示しております。「総合的な学習の
時間」については、１部ステップ０・１でも示しましたが、次のことに考慮し、各学校の実態に応じた探究的な学習を取
り入れることで、ステップ２の実践となります。

　具体的な内容については「小学校プログラミング教育の手引（第三版）」にて、「探究的な学習の過程への位置付
け」（P３３～P３４）や、具体的な「指導例」（P３４～P４１）が記されているので、参考にしてください。

１．小学校段階におけるプログラミング教育

　総合的な学習の時間においてプログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う
場合、プログラミングを体験することが、探究的な学習の過程に適切に位置付くようにすることを求めています。
「プログラミングを体験することが、探究的な学習の過程に適切に位置付くようにする」とは、課題について探究的
に学習する過程において、自分たちの暮らしとプログラミングとの関係を考え、プログラミングを体験しながらその
よさや課題に気付き、自分の生活や生き方と繋げて考えるようにすることであり、すなわち、学習活動がプログラミ
ングを体験することだけにとどまるものではないことを意味しています。

「小学校プログラミング教育の手引（第三版）」（文部科学省）より

https://www.mext.go.jp/content/20200218-mxt_jogai02-100003171_002.pdf


1-15-2  プログラミング教育

２．GIGA端末に導入されているアプリについて

ScratchJr
　スクラッチジュニアは、自分自身で対話型の物語やゲームを作成
することができる、入門用のプログラミング言語です。プログラミング
用の図形ブロックを組み合わせて、キャラクターを動かしたり、ジャン
プさせたり、踊らせたり、歌わせたりできます。また、ペイントエディ
ターで、キャラクターを変更したり、自分の声や音を追加したり、自分
で撮った写真を追加できます。そして、それらをプログラミングブロッ
クと一緒に使って、キャラクターを動かすことができます。

Viscuit
　ビスケットはとても簡単なプログラミング言語です。 メガネと
いう仕組みたった一つだけで単純なプログラムからとても複
雑なプログラムまで作ることができます。 仕組みは単純です
が組み合わせ方が様々なので複雑なことができ、アニメー
ション・ゲーム・絵本などを簡単に作ることができます。川崎
市では、共生＊共育プログラムのエクササイズの１つとして
活用されています。 

ScratchJr　https://www.scratchjr.org/　2022年1月 Viscuit　https://www.viscuit.com/　2022年1月


